
防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
十
五
万
五
百
九
十
人
」
を
「
十
五
万
五
百
人
」
に
、
「
四
万
五
千
三
百
七
人
」
を
「
四
万
五
千
二
百
九
十
三

人
」
に
、
「
四
万
六
千
九
百
二
十
八
人
」
を
「
四
万
六
千
九
百
九
十
四
人
」
に
、
「
千
五
百
五
十
二
人
」
を
「
千
五
百
八
十

八
人
」
に
、
「
三
百
八
十
五
人
」
を
「
三
百
八
十
六
人
」
に
、
「
四
百
六
人
」
を
「
四
百
七
人
」
に
改
め
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
要
す
る
邦
人
」
の
下
に
「
（
邦
人
の
配
偶
者
若
し
く
は
子
、
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
名
誉
総
領
事
若
し
く
は
名
誉
領
事
若
し
く
は
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
又
は
独
立
行
政
法
人
と
の
契
約
に
よ
り
外
国
に
お
い
て
当
該
独
立
行
政
法
人
の
た
め
に
勤
務

す
る
者
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
十
四
条
の
六

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
輸
送
を
安
全
に
実
施
す
る
」
を
「
方
策
を
講
ず
る
」
に
改
め
、
「
要
す
る
外
国
人
」
の



下
に
「
（
邦
人
以
外
の
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
百
条
の
五
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
保
有
す
る
航
空
機
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
航
空
機
又
は
船
舶
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
（
第
百
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
有
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
削
る
。

第
百
十
五
条
の
三
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
部
隊
又
は
補

給
処
が
、
こ
の
法
律
又
は
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
と
し
て
外
国
の
軍
隊
に
対
し
麻
薬
又

は
向
精
神
薬
を
譲
り
渡
す
場
合
及
び
当
該
譲
渡
し
の
た
め
向
精
神
薬
を
所
持
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

４

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
の
部
隊
又
は
補
給
処
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
麻
薬
の
譲
渡
し
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。



第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
次
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
又
は
支

給
に
係
る
療
養
を
担
当
す
る
者
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
の
審
査
に
関
す
る
事
務
及
び
そ
の
診
療
報
酬
の

支
払
に
関
す
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
「
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
」
の
下
に
「
又
は
国
民
健
康
保

険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
」
を
加
え
、

同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
又
は
支
給
に
係
る
療
養
を
担
当
す
る
者
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
の

審
査
に
関
す
る
事
務
及
び
そ
の
診
療
報
酬
の
支
払
に
関
す
る
事
務

二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
又
は
支
給
そ
の
他
の
防
衛
省
令
で
定
め
る
事
務
（
第
六
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
給

付
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
本
人
に
係
る
情
報
の
収
集
若
し
く
は
整
理
又
は
利
用
若
し
く
は
提
供
に
関
す
る
事
務

第
二
十
二
条
に
次
の
十
一
項
を
加
え
る
。

４

国
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
委
託
す
る
場
合
は
、
他
の
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

法
第
一
条
に
規
定
す
る
保
険
者
及
び
法
令
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
そ
の
他
の
事
務
を
行
う
者
で
あ
つ
て
防
衛

省
令
で
定
め
る
も
の
と
共
同
し
て
委
託
す
る
も
の
と
す
る
。



５

国
及
び
保
険
医
療
機
関
等
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る

保
険
医
療
機
関
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
医
療
機
関
又
は
薬
局
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ

の
他
の
関
係
者
は
、
電
子
資
格
確
認
（
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
療
養
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
同
法
第
八
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
国
に
対
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す

る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
い
う
。
）
に
記
録
さ
れ
た
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
い
う
。
）
を
送
信
す
る
方
法
そ
の
他
の
防
衛
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
本
人
の
資
格

に
係
る
情
報
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
又
は
支
給
に
係
る
費
用
の
請
求
に
必
要
な
情
報
を
含
む
。
）
の
照
会
を
行

い
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
国
か
ら
回
答
を
受

け
て
当
該
情
報
を
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
提
供
し
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
当

該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
か
ら
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
を
い
う
。
）
の
仕
組
み
の
導
入
そ
の
他
手
続
に



お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
の
推
進
に
よ
り
、
医
療
保
険
各
法
等
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
各
法
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
を

い
う
。
）
そ
の
他
医
療
に
関
す
る
給
付
を
定
め
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
務
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
相

互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

６

防
衛
大
臣
、
国
、
保
険
医
療
機
関
等
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
そ
の
他
の
給
付
事
務
又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
の
遂

行
の
た
め
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
（
発
行
者
符
号
（
防
衛
大
臣
が
健
康
保
険
法
第
三
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
保

険
者
番
号
に
準
じ
て
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
（
国
が
本
人
の
資
格
を
管
理
す
る
た
め

の
記
号
及
び
番
号
と
し
て
、
本
人
ご
と
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
利
用
す
る
者
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
者
（
次
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
お
い
て
「
防
衛
大
臣
等
」
と
い

う
。
）
は
、
こ
れ
ら
の
事
務
の
遂
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
何
人
に
対
し
て
も
、
そ
の
者
又
は
そ
の
者
以
外

の
者
に
係
る
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
を
告
知
す
る
こ
と
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

７

防
衛
大
臣
等
以
外
の
者
は
、
給
付
事
務
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
の

利
用
が
特
に
必
要
な
場
合
と
し
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
何
人
に
対
し
て
も
、
そ
の
者
又
は
そ
の
者
以
外
の



者
に
係
る
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
を
告
知
す
る
こ
と
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

８

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
者
が
業
と
し
て
行
う
行
為
に
関
し
、
そ
の
者
に
対
し
売
買
、
貸
借
、
雇
用

そ
の
他
の
契
約
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
契
約
」
と
い
う
。
）
の
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
申
込
み
を
す

る
者
又
は
そ
の
者
と
契
約
の
締
結
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
者
又
は
当
該
者
以
外
の
者
に
係
る
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番

号
等
を
告
知
す
る
こ
と
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

一

防
衛
大
臣
等
が
、
第
六
項
に
規
定
す
る
場
合
に
、
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
を
告
知
す
る
こ
と
を
求
め
る
と

き
。

二

防
衛
大
臣
等
以
外
の
者
が
、
前
項
に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
に
、
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
を
告

知
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
き
。

９

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
業
と
し
て
、
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
の
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
自
己
以
外
の
者
に
係
る
自
衛
官
診
療
証
記
号
・
番
号
等
を
含
む
情
報
の
集
合
物
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
電
子
計

算
機
を
用
い
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
記
録
さ
れ
た
情
報
が
他
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
提
供
デ
ー
タ



ベ
ー
ス
」
と
い
う
。
）
を
構
成
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

防
衛
大
臣
等
が
、
第
六
項
に
規
定
す
る
場
合
に
、
提
供
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
成
す
る
と
き
。

二

防
衛
大
臣
等
以
外
の
者
が
、
第
七
項
に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
場
合
に
、
提
供
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
成
す
る

と
き
。

防
衛
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
を
し
た
者
が
更
に
反
復
し

10
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
行
為
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
行

為
を
中
止
す
る
こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
当
該
行
為
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
期
限
を

11
定
め
て
、
当
該
勧
告
に
従
う
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

防
衛
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲

12
内
に
お
い
て
、
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
に
対

し
、
必
要
な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
を
し
て
当
該
者
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
つ
て
質
問



し
、
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
質
問
又
は
検
査
を
行
う
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し

13
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
項
の
質
問
又
は
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

14
第
三
十
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
罰
則
）
」
を
付
す
る
。

本
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条

第
二
十
二
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以

下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
四
条

正
当
な
理
由
が
な
く
第
二
十
二
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、

又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
正
当
な
理
由
が
な
く
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
正

当
な
理
由
が
な
く
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者

は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
五
条

法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て



「
人
格
の
な
い
社
団
等
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者
（
人
格
の
な
い
社
団
等
の

管
理
人
を
含
む
。
）
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関

し
て
、
前
二
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰

金
刑
を
科
す
る
。

２

人
格
の
な
い
社
団
等
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴
訟
行
為

に
つ
き
当
該
人
格
の
な
い
社
団
等
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る

法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
及
び
次
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
三
条
及
び
附
則
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て



政
令
で
定
め
る
日

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
及
び
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て

も
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
情
報
の
収
集
若
し
く
は
整
理
又
は
利
用
若
し
く
は
提
供
に
関
す
る
事
務
の
実
施
に
必
要
な
準

備
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
項

第
五
号
中
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
三
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



別
表
第
一
中
七
十
三
の
五
の
項
を
七
十
三
の
六
の
項
と
し
、
七
十
三
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
十
三
の
五

社

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
に
よ
る

会
保
険
診
療
報

同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
の
情
報
の
収
集
若
し
く
は
整
理
又
は
利
用
若
し
く
は
提
供
に

酬
支
払
基
金
又

関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会

別
表
第
一
の
百
二
十
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

百
二
十
一
の
二

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
給
付
又
は
支
給

防
衛
省

に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
百
二
十
三
の
項
中
「
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
」
を
削
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



別
表
第
一
の
二
十
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
の
二

防
衛

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
に
よ
る

大
臣

療
養
の
給
付
若
し
く
は
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、

療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
若
し
く
は
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支

給
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
給
付
若
し
く
は
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る

も
の

（
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
う
ち
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別
表
第
一

中
百
二
の
項
を
百
三
十
五
の
項
と
し
、
九
十
九
の
項
か
ら
百
一
の
項
ま
で
を
三
十
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
九
十
八
の
項
を
百

三
十
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
百
三
十
五
の
項
」
を
「
百
三
十
六
の
項
」
に
、
「
三
十

三
項
」
を
「
三
十
四
項
」
に
、
「
百
三
十
の
項
」
を
「
百
三
十
一
の
項
」
に
、
「
百
三
十
一
」
を
「
百
三
十
二
」
に
改
め
、



同
表
中
九
十
七
の
項
を
百
二
十
九
の
項
と
し
、
九
十
四
の
項
か
ら
九
十
六
の
項
ま
で
を
三
十
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
九
十
三

の
二
の
項
を
百
二
十
五
の
項
と
し
、
九
十
三
の
項
を
百
二
十
四
の
項
と
し
、
九
十
の
項
か
ら
九
十
二
の
項
ま
で
を
三
十
一
項

ず
つ
繰
り
下
げ
、
八
十
九
の
項
を
削
り
、
八
十
八
の
項
を
百
二
十
の
項
と
し
、
八
十
三
の
項
か
ら
八
十
七
の
項
ま
で
を
三
十

二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
八
十
二
の
項
を
削
り
、
八
十
一
の
項
を
百
十
四
の
項
と
し
、
八
十
の
項
を
百
十
三
の
項
と
し
、
七
十

九
の
項
を
削
り
、
七
十
八
の
項
を
百
十
二
の
項
と
し
、
六
十
九
の
項
か
ら
七
十
七
の
項
ま
で
を
三
十
四
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

六
十
八
の
項
を
九
十
九
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
百
二
十
九
の
項
」
を
「
百
三
十
の

項
」
に
、
「
三
十
二
項
」
を
「
三
十
三
項
」
に
、
「
百
二
十
五
の
項
」
を
「
百
二
十
六
の
項
」
に
、
「
百
二
十
四
の
項
」
を

「
百
二
十
五
の
項
」
に
、
「
三
十
一
項
」
を
「
三
十
二
項
」
に
、
「
百
二
十
の
項
」
を
「
百
二
十
一
の
項
」
に
、
「
百
十
四

の
項
」
を
「
百
十
五
の
項
」
に
、
「
百
十
三
の
項
」
を
「
百
十
四
の
項
」
に
、
「
百
十
二
の
項
」
を
「
百
十
三
の
項
」
に
、

「
三
十
四
項
」
を
「
三
十
五
項
」
に
、
「
九
十
九
の
項
」
を
「
百
の
項
」
に
、
「
百

都
道
府
県
知
事
」
を
「
百
一

都
道

府
県
知
事
」
に
、
「
百
一
」
を
「
百
二
」
に
、
「
百
二

厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
百
三

厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
同
表

中
六
十
七
の
項
を
九
十
八
の
項
と
し
、
六
十
二
の
項
か
ら
六
十
六
の
項
ま
で
を
三
十
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
六
十
一
の
二
の

項
を
九
十
二
の
項
と
し
、
六
十
一
の
項
を
八
十
九
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
九
十
八
の



項
」
を
「
九
十
九
の
項
」
に
、
「
三
十
一
項
」
を
「
三
十
二
項
」
に
、
「
九
十
二
の
項
」
を
「
九
十
三
の
項
」
に
、
「
八
十

九
の
項
」
を
「
九
十
の
項
」
に
、
「
九
十

厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
九
十
一

厚
生
労
働
大
臣
」
に
、
「
九
十
一
」
を
「
九

十
二
」
に
改
め
、
同
表
の
六
十
の
項
を
同
表
の
八
十
五
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
八
十

五
の
項
」
を
「
八
十
六
の
項
」
に
、
「
八
十
六
」
を
「
八
十
七
」
に
、
「
八
十
七
」
を
「
八
十
八
」
に
、
「
八
十
八
」
を

「
八
十
九
」
に
改
め
、
同
表
中
五
十
九
の
項
を
八
十
四
の
項
と
し
、
五
十
八
の
項
を
八
十
三
の
項
と
し
、
五
十
七
の
項
を
八

十
二
の
項
と
し
、
五
十
六
の
二
の
項
を
八
十
一
の
項
と
し
、
五
十
六
の
項
を
八
十
の
項
と
し
、
五
十
五
の
二
の
項
を
七
十
八

の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
八
十
四
の
項
」
を
「
八
十
五
の
項
」
に
、
「
八
十
三
の
項
」

を
「
八
十
四
の
項
」
に
、
「
八
十
二
の
項
」
を
「
八
十
三
の
項
」
に
、
「
八
十
一
の
項
」
を
「
八
十
二
の
項
」
に
、
「
八
十

の
項
」
を
「
八
十
一
の
項
」
に
、
「
七
十
八
の
項
」
を
「
七
十
九
の
項
」
に
、
「
七
十
九
」
を
「
八
十
」
に
改
め
、
同
表
の

五
十
五
の
項
を
同
表
の
七
十
五
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
七
十
五
の
項
」
を
「
七
十
六

の
項
」
に
、
「
七
十
六
」
を
「
七
十
七
」
に
、
「
七
十
七
」
を
「
七
十
八
」
に
改
め
、
同
表
中
五
十
四
の
項
を
七
十
四
の
項

と
し
、
四
十
九
の
項
か
ら
五
十
三
の
項
ま
で
を
二
十
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
四
十
八
の
項
を
六
十
七
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
七
十
四
の
項
」
を
「
七
十
五
の
項
」
に
、
「
二
十
項
」
を
「
二
十
一
項
」
に
、
「
六
十



七
の
項
」
を
「
六
十
八
の
項
」
に
、
「
六
十
八
」
を
「
六
十
九
」
に
改
め
、
同
表
中
四
十
七
の
項
を
六
十
六
の
項
と
し
、
三

十
九
の
項
か
ら
四
十
六
の
項
ま
で
を
十
九
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
三
十
八
の
二
の
項
を
五
十
七
の
項
と
し
、
三
十
八
の
項
を
五

十
六
の
項
と
し
、
三
十
七
の
項
を
五
十
五
の
項
と
し
、
三
十
六
の
二
の
項
を
五
十
四
の
項
と
し
、
三
十
六
の
項
を
五
十
二
の

項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
六
十
六
の
項
」
を
「
六
十
七
の
項
」
に
、
「
十
九
項
」
を
「
二

十
項
」
に
、
「
五
十
七
の
項
」
を
「
五
十
八
の
項
」
に
、
「
五
十
六
の
項
」
を
「
五
十
七
の
項
」
に
、
「
五
十
五
の
項
」
を

「
五
十
六
の
項
」
に
、
「
五
十
四
の
項
」
を
「
五
十
五
の
項
」
に
、
「
五
十
二
の
項
」
を
「
五
十
三
の
項
」
に
、
「
五
十

三
」
を
「
五
十
四
」
に
改
め
、
同
表
中
三
十
五
の
項
を
五
十
一
の
項
と
し
、
三
十
四
の
項
を
五
十
の
項
と
し
、
三
十
三
の
三

の
項
を
四
十
九
の
項
と
し
、
三
十
三
の
二
の
項
を
四
十
八
の
項
と
し
、
三
十
三
の
項
を
四
十
七
の
項
と
し
、
三
十
二
の
項
を

四
十
六
の
項
と
し
、
三
十
一
の
項
を
四
十
五
の
項
と
し
、
三
十
の
二
の
項
を
四
十
四
の
項
と
し
、
三
十
の
項
を
四
十
三
の
項

と
し
、
二
十
九
の
項
を
四
十
二
の
項
と
し
、
二
十
八
の
項
を
四
十
一
の
項
と
し
、
二
十
七
の
項
を
三
十
九
の
項
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
五
十
一
の
項
」
を
「
五
十
二
の
項
」
に
、
「
五
十
の
項
」
を
「
五
十
一
の
項
」

に
、
「
四
十
九
の
項
」
を
「
五
十
の
項
」
に
、
「
四
十
八
の
項
」
を
「
四
十
九
の
項
」
に
、
「
四
十
七
の
項
」
を
「
四
十
八

の
項
」
に
、
「
四
十
六
の
項
」
を
「
四
十
七
の
項
」
に
、
「
四
十
五
の
項
」
を
「
四
十
六
の
項
」
に
、
「
四
十
四
の
項
」
を



「
四
十
五
の
項
」
に
、
「
四
十
三
の
項
」
を
「
四
十
四
の
項
」
に
、
「
四
十
二
の
項
」
を
「
四
十
三
の
項
」
に
、
「
四
十
一

の
項
」
を
「
四
十
二
の
項
」
に
、
「
三
十
九
の
項
」
を
「
四
十
の
項
」
に
、
「
四
十

厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
四
十
一

厚

生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
同
表
の
二
十
六
の
項
を
同
表
の
三
十
七
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定

中
「
三
十
七
の
項
」
を
「
三
十
八
の
項
」
に
、
「
三
十
八
」
を
「
三
十
九
」
に
改
め
、
同
表
中
二
十
五
の
項
を
削
り
、
二
十

四
の
項
を
三
十
六
の
項
と
し
、
二
十
の
項
か
ら
二
十
三
の
項
ま
で
を
十
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
十
九
の
項
を
二
十
七
の
項
と

し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
三
十
六
の
項
」
を
「
三
十
七
の
項
」
に
、
「
二
十
の
項
」
を
「
二
十

一
の
項
」
に
、
「
十
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
」
を
「
十
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
二
十
の
二
の
項
を
三
十
三
の
項
と
し
、
二
十
の

項
を
三
十
二
の
項
と
し
」
に
改
め
る
。



理

由

自
衛
隊
の
任
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
、
自
衛
官
定
数
の
変
更
、
外
国
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
防
衛
大
臣
が
行

う
在
外
邦
人
等
の
輸
送
の
要
件
等
の
見
直
し
、
麻
薬
等
の
譲
渡
に
係
る
特
例
規
定
の
整
備
及
び
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
診
療
を

受
け
よ
う
と
す
る
自
衛
官
等
に
係
る
電
子
資
格
確
認
の
導
入
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提

出
す
る
理
由
で
あ
る
。


